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大学の認証評価

令和 7 年度は評価校はありませんでした。

短期大学の認証評価

●令和 7 年度短期大学認証評価委員会分科会

で機関別評価原案を確定しました

令和 7 年度の短期大学認証評価につきまし

ては、4 名の評価員が一つの評価チームとなり、

担当評価校の書面調査（7 月～ 8 月）及び訪問

調査（9 月上旬）を実施し、評価チームより担

当評価校についてまとめた基準別評価票が 10

月 31 日（金）を最終締切りとし、提出されま

した。

短期大学認証評価委員会（志賀啓一委員長）

では、11 月 14 日（金）に短期大学認証評価委

員会分科会を開催し、令和 7 年度評価に当たっ

たチーム責任者と当該評価校の評価に関する概

要及び基準別評価についての意見交換を行った

後、意見交換の情報を踏まえて機関別評価原案

の作成に取りかかりました。また同日、短期大

学認証評価委員会分科会委員・アドバイザーに

よる検討会において機関別評価原案の作成等に

関する検討課題について協議を行いました。

さらに、11 月 28 日（金）、短期大学認証評

価委員会を開催し、問題点等の協議を行い、機

関別評価原案を確定しました。

機関別評価案の通知（内示）

●令和 7 年度評価校へ通知（内示）しました

短期大学認証評価委員会では、12 月 8 日（月）

に短期大学認証評価委員会を開催し、分科会で

作成された機関別評価原案を基に機関別評価案

の協議を行いました。

さらに、12 月 12 日（金）に開催された理事

会において、令和 7 年度短期大学認証評価の

機関別評価案が審議・承認され、同月 15 日（月）

に令和 7 年度評価校へ通知（内示）しました。

評価校に対して内示された機関別評価案の記載

内容の判定に異議等がある場合は、令和 8 年 1

月 14 日（水）までに異議の申立て等を行う機

会を設けました。

調査研究

●令和7（2025）年度短期大学生調査（Tandaiseichosa）

を実施しています

短期大学生調査（Tandaiseichosa）は、令和

7 年 6 月から 7 月までに会員短期大学へ参加を

募ったところ、58 校 15,316 人分の参加申込み

がありました。その後、12 月上旬まで各短期

大学における調査の実施、令和 8 年 1 月下旬

には参加校への集計結果の提供、3 月下旬には

全体集計結果の公表等のスケジュールの下に事

業を進めています。

基準協会の動き
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各参加校には、参加校自身のローデータ及び

集計結果を提供するほか、単純集計・比較集計・

クロス集計・グラフ・表作成用のテンプレート、

個別レポート（申込校のみ）を提供します。ま

た、本協会ウェブサイトを通じて、参加校全体

の集計結果及び分野別集計結果の報告書を提供

します。

この事業により参加校は、全体結果及び同一

分野の結果との比較分析を通して自校の強み・

弱み等を把握することができるなど、自己点検・

評価活動への活用にも繋がります。

●令和 7（2025）年度短期大学卒業生調査を

実施しました

短期大学卒業生調査は、令和 7 年 2 月下旬

から会員短期大学へ参加を募ったところ、27

校 5,189 人分の参加申込みがありました。その

後、8 月末日までの調査の実施、9 月下旬には

参加校への調査結果の提供、令和 7 年 10 月下

旬には全体集計結果の公表等のスケジュールの

下に事業を進めてきました。

各参加校には、参加校自身のローデータのほ

か、単純集計及び比較集計用のグラフ・表作成

テンプレートを提供します。また、本協会ウェ

ブサイトを通じて、参加校全体の集計結果報告

書を提供します。

参加校は、全体結果との比較分析を通して自

校の強み・弱み等を把握することができるなど、

自己点検・評価活動への活用にも繋がります。
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論説１

認証評価で得たもの

畔　上　一　康（長野短期大学　学長）

1 はじめに

長野短期大学は、令和 6 年度に一般財団法

人大学・短期大学基準協会（以下「基準協会」

という。）による認証評価を受け、令和 7 年 3

月 14 日付で「適格」認定を受けました。今回

の認証評価を通して、「適格」認定となった喜

びとともに、これまでの短期大学運営について

の認識を新たにして今後の取組みに活かしてい

く良い機会になったと感じています。評価員の

皆様におかれましては、ご多用の中、書面調査、

遠路訪問調査いただき、本学の現状と課題につ

いてピア・レビューの姿勢で評価をいただきま

した。また評価活動全体の調整等、様々なご支

援を賜りました基準協会事務局の皆様に、この

場をお借りして厚く御礼申し上げます。

2 長野短期大学の概要と特色

本学は、昭和 42 年 4 月に学校法人家政学園

長野女子短期大学として開学しました。令和 5

年、学校法人聖啓学園との法人合併により、学

校法人長聖と改称、翌年共学化及び幼児教育学

科を開設し、長野短期大学として新たにスター

トしました。現在、食物栄養学科と幼児教育学

科の 2 学科で教育活動を進めています。

本学は、長野女子短期大学開学以来、建学の

精神「配慮ある愛の実践」を礎に半世紀以上

にわたって教育活動を展開してきました。この

間、社会は大きく変化して ､ 昨今登場した対話

型生成 A I の急速な進化、普及により産業構造

や働き方、雇用市場等の大きな変化が予測され

る中、求められる人材も大きく変わろうとして

います。本学の建学の精神「配慮ある愛の実践」

は、いかに社会が変化しても人間の営みにおい

て失ってはならない不易なものであり、両学科

の専門分野の『食と教育』は共に私たちの生活

において根源的なものであります。また両学科

共に実習等、現場における臨床経験を通して「感

じて分かる」という学び方も共通するところで

す。こうした特色を踏まえ ､ 本学における学び

は、人間の暮らしに直接還元される尊いもので

あることを、学生教員共々に自負して教育活動

を進めています。また 2 年間という限られた

時間の中で即戦力として活躍できる人材を育成

するために、授業においては少人数のメリット

を活かしたきめ細かな指導はもとより、学生と

教員の教える・教えられる関係を超えた「共に

在る」協働的対話的関係を基盤に、学生一人一

人の主体的で豊かな学びを実現していきたいと

考えています。

3 前回の認証評価後の取組み

前回の認証評価（平成 29 年度）では、「三
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つの意見」の「（2）向上・充実のための課題」

において以下の指摘がありました。それを受け

て対処し、今回の認証評価に臨みました。

（1）基準Ⅰ　建学の精神と教育の効果

［テーマ B　教育の効果］

「学習成果については、各専攻課程とも『卒

業の認定に関する方針』の中で捉えその到達目

標を示しているが、学習成果としては明示され

ていないので、明確にされたい。」

これを受けて、学習成果については、教育方

針の中の「卒業の認定に関する方針（ディプロ

マ ･ ポリシー）」の中で捉え「教育課程の編成

及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリ

シー）」「入学者受入れに関する方針（アドミッ

ション ･ ポリシー）」とも一貫性を確保し、学

生便覧及びホームページに明示し公表しまし

た。さらに学生の学習成果の達成状況を学生自

身の自己評価により把握し、可視化し点検でき

るようにしました。これにより、入学時から卒

業時までの学習成果の測定・比較・検証が可能

となり、エンロールメント・マネジメントとし

て一貫した活用ができるようになり、学習成果

について明示することができました。

（2）基準Ⅱ　教育課程と学生支援

［テーマ A　教育課程］

①「シラバスには、授業の目標、評価方法の項

目がありその内容が記載されているが、到達目

標及び評価方法の具体的な割合が記載されてい

ないので、改善が望まれる。」

これを受けて、授業担当者は、シラバスに授

業の目標、評価方法の項目と共に、到達目標及

び評価方法の具体的な割合を記載しました。到

達目標の記載により、学生は授業を受講するこ

との意義や最終的な目標が鮮明になり、意欲的

に学習し、また、成績評価方法と評価基準の割

合が具体的に示されたことにより、探究心、授

業の学びの深度が深められました。

②「学生募集要項等に入学者受け入れの方針が

記載されていないので、当該短期大学が受け入

れる学生及び高等学校で修得すべき学習成果を

明確にすることが望ましい。」

これを受けて、学生募集要項および大学案内

に「入学者受入れに関する方針（アドミッショ

ン ･ ポリシー）」を記載しました。本学が受け

入れる学生及び高等学校で修得すべき学習成果

を明確にすることができました。

（3）基準Ⅲ　教育資源と財的資源

［テーマ A 人的資源］

「SD 活動は始まったが規程が整備されていな

いため、作成して組織的・継続的に行うことが

望ましい。」

これを受けて、長野女子短期大学（現在長野

短期大学）諸規程の中に、平成 30 年度に「SD

（スタッフ・ディベロップメント）に関する規程」

を制定しました（SD 活動を開始していたこと

から、平成 29 年 4 月 1 日施行としました）。

［テーマ D 財的資源］

「余裕資金は十分あるものの、学校法人全体

の事業活動収支が過去 3 年間、短期大学部門

で過去 2 年間、支出超過であるので、収支バ

ランスの改善が望まれる。」

これを受けて、収入の減少は、学生数の減少

が主要因であるため、令和 3 年度以降の生活

福祉専攻の学生の募集を停止することを、令和

2 年 3 月 9 日開催の理事会において決定しまし

た。生活福祉専攻の学生の募集を停止したこと

で、収容定員充足率は上がりました。今後も入

試広報活動を活発化し、収支バランスの改善を
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行っていきます。

このように、認証評価を通じて、教育の質の

保証、教育の改革・改善の支援等の改善がすす

められ、認証評価の意義を大いに感じるところ

となりました。

4 本学の自己点検・評価活動

本学の自己点検・評価の活動は、自己点検・

評価委員会が中心となり、同委員長は学長が務

めています。構成員は、「ALO（学科長）、ALO

補佐（食物栄養学科）、法人事務局長、短大事

務長・総務部長、教員（幼児教育科、食物栄養

学科）、図書館司書です。さらに教育活動の点

検や報告書の作成等は、全教職員が役割りを分

担し、確認しながら毎年取り組んでいます。

5 機関別評価結果を受けて

今回の認証評価を受け、機関別評価結果にお

いて挙げられた点は下記のとおりでした。

（1）「特に優れた試みと評価できる事項」

基準Ⅰ　建学の精神と教育の効果

［テーマ A　建学の精神］

「建学の精神を具現化するため、毎週水曜日

に清掃の時間を設け、学生及び教職員が学内の

教室、玄関、階段等の施設の清掃を行っている。

これは、教育理念としての「心豊かな人間の育

成」の成果の一つとして生かし実践している。」

基準Ⅱ　教育課程と学生支援

［テーマ A　教育課程］

「教養教育において、学習成果の一つである

「豊かな人間性を持ち、幅広い教養」の獲得に

向け、独自の教養教育科目「信濃の風土と文

化」を開設して、長野県の歴史、自然、産業、

文化等、地域に関わる多彩な授業内容を導入

し、郷土の誇りを守り発展させようという意識

を図っている。」

（2）「向上・充実のための課題」

基準Ⅲ　教育資源と財的資源

［テーマ D　財的資源］

「財務状況について、学校法人全体で過去 3

年間、短期大学部門で過去 2 年間の経常収支

が支出超過となっている。今後、「事業に関す

る中期的な計画」等を着実に実行し、財務体質

の改善を図る必要がある。

「短期大学全体の収容定員の充足率が低いの

で、充足率をあげるよう努力されたい。」

今回「特に優れた試みと評価できる事項」と

評価された項目は、教職員一同でさらにブラッ

シュアップし、「向上・充実のための課題」となっ

ている項目も定員充足に向けて、教職協働によ

る積極的な広報戦略を展開するなど、より一層

の努力をしていく計画です。

6 おわりに

これからも建学の精神を礎にして ､ 教育と研

究を可視化して内部質保証に取り組むことで、

高等教育機関としての社会的責任を果たしてい

く所存です。今後ともどうぞよろしくお願い申

し上げます。

（長野短期大学　正門）
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1 はじめに

羽陽学園短期大学は、令和 6 年度に一般財

団法人大学・短期大学基準協会（以下「基準協

会」という。）による第 3 評価期間の認証評価

を受けました。

他の短期大学の認証評価に加わった経験はあ

りますが、ALO として自分の短期大学の自己

点検・評価を行わなければならないということ

で、改めて責任の大きさを感じました。

自己点検・評価報告書については、基準協会

が示してくれる評価校マニュアル等が細かいと

ころまで説明が行き届いており、報告書を完成

させるためには熟読する必要があることを実感

しました。

2 認証評価を受けるまで

令和 6 年度の認証評価に向けて、まずは自

己評価委員会で計画を立てました。

令和 4 年度から自己点検・評価活動のタイム

スケジュールを作成し、自己評価委員会委員の

間で情報を共有しました。加えて認証評価を受

ける直前になっても慌てることがないように、

前年度の自己点検・評価報告書をしっかり作っ

ていくことになりました。

認証評価を受ける年度の 6 月には自己点検・

評価報告書を完成していなくてはならないた

め、作成作業を例年より前倒しにしなければな

りません。また、それに加えて、その前の年度

の自己点検・評価報告書もより早く取り掛から

ないといけないということも視野に入れながら

自己点検・評価活動を始めました。

各委員会の活動報告書等の作成については、

自己点検・評価報告書の作業日程を伝えたうえ

で、早めに作成してもらうよう、認証評価を受

ける前年度から教授会で訴えかけました。また、

各教員の提出書類等にも、遅れや脱落のないよ

う、改めて周知徹底したのも当然です。

その甲斐があり、令和 6 年度早々には、必要

書類のほとんどをそろえることができました。

事前に学内で徹底した「期限ぎりぎりにならな

い計画」が功を奏しました。

3 訪問調査

私自身がこれまで 2 回評価員として、訪問

調査を行った時期はコロナ禍でしたので、オン

ラインでの訪問調査の経験しかしたことがあり

ませんでした。実際に評価員の先生方を本学に

招いての訪問調査ということで、準備には特に

注意を払って臨みました。

本学としては、本学の教育をよく理解してい

る 2 年生や専攻科の学生がいる時期に訪問を

合わせてほしい旨の要望を出しましたが、そこ

論説２

ALO を経験して

髙　桑　秀　郎（羽陽学園短期大学　幼児教育科　学科長　教授）
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域に必要とされる人材を育成するために、地域

と連携した授業・活動を複数行っていること、

そのことが専門職としての能力向上に貢献して

いること。

また、教育目的に基づく人材育成の検証のた

めに、毎年度「卒業生の職場アンケート」及び

卒業生の就職先を訪問し、評価を口頭で聴取す

る「就職アフターケア」の 2 種類の検証方法

を併用することで、地域・社会が幼児教育や介

護福祉の場に求める人材の資質をより明確に把

握することが可能になっていること。

「基準Ⅱ教育課程と学生支援」では、学生の

学修履歴等をまとめた「個人ポートフォリオ」

を活用した学習成果の測定や、「実習ノート」

を活用した指導と対話の実践などにより学習成

果の獲得を支援していること。

そして「基準Ⅲ教育資源と財的資源」では、

教職員だけでなく、テーマに応じて学生も参加

しての FD・SD 活動を定期的に実施しているこ

となどが評価されました。

4 ALO を経験して思うこと

全ての短期大学が学生の期待に応え学生を育

てるための取り組みを懸命に実施されています

が、本学においても他の短期大学に劣ることな

く全学を挙げて取り組んでいるという自負があ

りました。

しかし、改めて第三者から、短期大学の運営・

教育は適切に行われているとの評価を受けるこ

とは、自分たちの取組みに対して自信を持つこ

とができました。

自分たちが大事にしていること、「学生を丁

寧に育てる」ことは自分たちにとっては当たり

前のことでもありますが、評価チームの先生方

は評価チームの先生方の都合との兼ね合いで実

現できませんでした。

調査日は、本学が本格的な後期の学期・授業

が始まる前で、2 年生や専攻科の学生が実習中

の、9 月 12、13 日に決定したことから、学生

インタビューは、1 年次の学生に依頼すること

にしました。

訪問調査については評価員の宿泊先やスケ

ジュールを確認し、基準協会事務局とも調整を

進める一方で、理事長はじめ学園内の業務分担

を確認しながら準備にあたりました。

面接調査では、短期大学であることの苦労（例

えば、よい教育を行っていても学生募集には苦

労していること、受験生が都市部四年制大学に

流れ、学生の減によって経営の黒字化が難しく

なっていることなど）を評価チームの先生方に

も理解をいただき、和やかな雰囲気のうちに調

査が進み、評価員の方々の所属校における取組

み等との比較を交え、とても貴重な意見をいた

だくことができました。

学生インタビューについては、「とてもいい

学生さんたちですね」とのコメントをいただき

ました。学生を通じて、クラス担任制だけでな

く、ゼミ指導教員からのきめ細かい学生指導、

学生生活支援についてご理解いただけたものと

思います。

訪問調査を経て、令和 7 年 3 月 14 日に適格

認定をいただくことができました。

中でも、以下のような事項について、三つの

意見の「特に優れた試みとして評価できる事項」

に挙げていただいたことは、我々が常日頃大事

にし、力を入れている部分であったので、とて

もうれしく感じました。

「基準Ⅰ建学の精神と教育の効果」では、地
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期大学に進学したい」と思われるような教育を

進めていけるよう努力していきたいと考えてい

ます。

（羽陽学園短期大学　キャンパス）

からそのことについて、お褒めのコメントなど

をいただくと、やはりそれはとてもうれしいこ

とであり自信に繋がります。認証評価を受け

ることは、自分たちの取組みについて確認や

チェックを受けるばかりでなく、良い部分も改

めて気づかせていただけるとても良い機会であ

ると感じた次第です。

5 おわりに

今後も地方の短期大学は少子化の波を受けて

大変な時代が続きますが、地域・社会と連携

し、地域に必要とされる人材を育て、「あの短

本協会の認証評価も第 4 評価期間を迎え、会

員校の皆様も認証評価を受けられることに慣れ

てこられたことと思います。また、本協会の認

証評価にご協力いただいている評価員の皆様に

は、校務等でお忙しい中、ピア・レビューの精

神でご対応いただき、心より感謝申し上げます。

本協会の認証評価は、各大学・短期大学が作

成した自己点検・評価報告書等への書面調査と

訪問調査に基づいて行われています。自己点検・

評価は、単なる法的義務や認証評価への準備に

とどまらず、機関が持続的に発展し、社会的

責任を果たすための生命線ともいえる取組みで

す。とりわけ、VUCA（変動性・不確実性・複

雑性・曖昧性）の時代において、大学・短期大

学が社会の要請に応え、真に価値ある教育・研

究や地域貢献を提供し続けるためには、絶えず

自らを問い、改善を繰り返すサイクルが不可欠

です。

大学・短期大学には「内部質保証」が求めら

れています。これは、自らの教育・研究・地域

一般財団法人大学・短期大学基準協会　理事

香蘭女子短期大学　学園長・学長

坂　根　康　秀

協会から

自己点検・評価の質の向上を目指して
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れるよう、評価手法やデータ分析の研修を充実

させることも有効だと考えます。

自己点検・評価の質の向上は、決して容易な

道ではありません。しかし、それは高等教育機

関の未来、そしてそこで学ぶ学生の未来を拓く

ための、最も重要で価値ある投資です。形式的

な義務感を超え、「我が校の強みは何か」「社会

にどのような価値を提供すべきか」といった本

質的な問いを、教職員が一体となって追求する

文化が育つことを願っています。

全ての関係者の皆様が、自己点検・評価を「改

善への挑戦」と捉え、情熱をもって取り組んで

くださることを心より期待しております。

貢献・運営などの質を継続的に点検・改善する

仕組みを指します。本協会でも第 3 評価期間

から「内部質保証ルーブリック」を整備し、認

証評価に活用しています。私も短期大学の認証

評価に携わるなかで、大多数の短期大学が大変

精力的に内部質保証に取り組んでおり、そのレ

ベルも全体として向上していると感じていま

す。各短期大学が実践されている内容を見ると、

特に教育面や地域貢献に関して参考となる事例

が数多くあり、それらは本協会の認証評価結果

の「特に優れた試みと評価できる事項」に記載

していますので、是非ご参照いただければ幸い

です。

一方で、残念ながら一部の短期大学において

は、自己点検・評価が「事務作業」として扱わ

れ、資料作成に重点を置き形式的なチェックに

終始することで「形骸化」しているのではない

かと懸念しています。「認証評価に合格するこ

と」が目的化し、本来の目的である教育・研究

活動の質向上が見失われてしまうケースがない

か、老婆心ながら心配しているところです。こ

うした状況では、評価結果が現場の改善活動に

結び付かず、評価の意義が損なわれてしまいま

す。

特に短期大学では、限られた教職員数で多岐

に渡る業務を担わなければなりません。そのた

め、このような事態を防ぐべく、本協会として

も従来から認証評価の負担軽減に向けた方策を

検討してきておりますが、情報化の進展に伴い、

ハード面ではテクノロジーを活用した情報収

集・分析の効率化（データベース整備や A I に

よる文書整理など）を進めることも有用であり、

ソフト面からは教職員が「評価の専門家」では

なく「教育改善の担い手」として評価を捉えら
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日　誌

令和 6 年度（令和 7 年 1 月～令和 7 年 3 月）

◇理事会

第 63 回　令和 7 年 2 月 21 日（金）

オンライン会議

議事

１．令和 6 年度大学認証評価 機関別評価案（条

件付き A）の改善報告等について

２．令和 6 年度大学認証評価 機関別評価案（内

示）に対する意見申立てについて

３．令和 6 年度大学認証評価結果報告書につい

て

４．令和 6 年度短期大学認証評価 機関別評価案

（条件付き A）の改善報告等について

５．令和 6 年度短期大学認証評価 機関別評価案

（内示）に対する異議申立てについて

６．令和 6 年度短期大学認証評価 機関別評価案

（内示）に対する意見申立てについて

７．令和 6 年度短期大学認証評価結果報告書に

ついて

８．広報委員会の次期委員候補者及び委員長につ

いて

９．令和 7 年度会議日程について

第 64 回　令和 7 年 3 月 14 日（金）

オンライン会議

議事

１．令和 6 年度大学認証評価に係る機関別評価

結果の決定について

２．令和 6 年度短期大学認証評価に係る機関別

評価結果の決定について

３．令和 7 年度事業計画について

４．令和 7 年度収支予算について

　 　

◇大学認証評価委員会

第 32 回　令和 7 年 1 月 29 日（水）

オンライン会議

議事

１．令和 6 年度大学認証評価 機関別評価案（条

件付き A）の大学の改善報告について

２．令和 6 年度大学認証評価 機関別評価案（内

示）に対する意見申立てについて

３．令和 6 年度大学認証評価結果報告書（説明

部分）について

４．令和 7 年度会議等予定について

第 33 回　令和 7 年 2 月 20 日（木）

オンライン会議

議事

１．令和 6 年度大学認証評価 機関別評価案（条

件付き A）について

２．令和 6 年度大学認証評価結果の通知につい

て

３．令和 6 年度大学認証評価結果報告書につい

て

４．令和 6 年度大学認証評価 評価校アンケート

について

５．令和 7 年度会議等予定について

第 34 回　令和 7 年 3 月 10 日（月）

オンライン会議

議事

１．令和 6 年度認証評価結果の公表について

２．令和 6 年度大学認証評価の振り返りについ

て

３．よくある質問（FAQ）について

４．令和 6 年度基準別評価票に寄せられた評価

チームの意見等について

　 　

◇短期大学認証評価委員会

第 182 回　令和 7 年 1 月 29 日（水）

オンライン会議

議事

１．令和 6 年度短期大学認証評価 機関別評価案

（条件付き A）の短期大学の改善計画・報告に

ついて
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２．令和 6 年度短期大学認証評価 機関別評価案

（内示）に対する異議申立てについて

３．令和 6 年度短期大学認証評価 機関別評価案

（内示）に対する意見申立てについて

４．令和 6 年度短期大学認証評価結果報告書（説

明部分）について

５．令和 7 年度会議等予定について

第 183 回　令和 7 年 2 月 20 日（木）

オンライン会議

議事

１．令和 6 年度短期大学認証評価 機関別評価案

（条件付き A）について

２．令和 6 年度短期大学認証評価結果の通知に

ついて

３．令和 6 年度短期大学認証評価結果報告書（説

明部分）について

４．令和 6 年度短期大学認証評価 評価校アンケー

トについて

第 184 回　令和 7 年 3 月 10 日（月）

オンライン会議

１．令和 6 年度短期大学認証評価 機関別評価案

（条件付き A）の短期大学の改善報告について

２．令和 6 年度認証評価結果の公表について

３．令和 6 年度短期大学認証評価の振り返りに

ついて

４．よくある質問（FAQ）について

５．令和 6 年度基準別評価票に寄せられた評価

チームの意見等について

　 　

◇短期大学認証評価委員会小委員会

第 185 回　令和 7 年 1 月 29 日（水）

オンライン会議

議事

１．令和 6 年度短期大学認証評価 機関別評価案

（条件付き A）の短期大学の改善計画・報告に

ついて

２．令和 6 年度短期大学認証評価 機関別評価案

（内示）に対する異議申立てについて

３．令和 6 年度短期大学認証評価 機関別評価案

（内示）に対する意見申立てについて

４．令和 6 年度短期大学認証評価結果報告書（説

明部分）について

５．令和 7 年度会議等予定について

第 186 回　令和 7 年 2 月 20 日（木）

オンライン会議

議事

１．令和 6 年度短期大学認証評価 機関別評価案

（条件付き A）について

２．令和 6 年度短期大学認証評価結果の通知に

ついて

３．令和 6 年度短期大学認証評価結果報告書（説

明部分）について

４．令和 6 年度短期大学認証評価 評価校アンケー

トについて

第 187 回　令和 7 年 3 月 10 日（月）

オンライン会議

議事

１．令和 6 年度短期大学認証評価 機関別評価案

（条件付き A）の短期大学の改善報告について

２．令和 6 年度認証評価結果の公表について

３．令和 6 年度短期大学認証評価の振り返りに

ついて

４．よくある質問（FAQ）について

５．令和 6 年度基準別評価票に寄せられた評価

チームの意見等について

６．第 4 評価期間の評価様式等の改定について

　 　

◇認証評価審査委員会

第 1 回　令和 7 年 2 月 5 日（木）

書面審議

議事

１．令和 6 年度短期大学認証評価　機関別評価

案（内示）に対する異議申立てについて

　 　

◇調査研究委員会

第 51 回　令和 7 年 3 月 25 日（火）

オンライン会議
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議事

１．学習成果の獲得状況の可視化手法等について

２．短期大学生調査（Tandaiseichosa ）について

　 　

◇広報委員会

第 72 回　令和 7 年 1 月 17 日（金）

書面審議

議事

１．NEWS LETTER 第 101 号発行について

２．NEWS LETTER 第 102 号編集について

３．令和 7 年度広報委員会開催日程（案）につ

いて

令和 7 年度（令和 7 年 4 月～令和 7 年 12 月）

◇理事会

第 65 回　令和 7 年 5 月 22 日（木）

オンライン会議

議事

１．評議員会の招集について

２．役員候補者の推薦について

３．令和 8 年度認証評価実施要領について

４．令和 6 年度事業報告について

５．令和 6 年度決算報告書について

６．退会希望短期大学について

７．認証評価審査委員会委員の補充について

８．自己点検・評価委員会委員の補充について

９．入会希望大学について

第 66 回　令和 7 年 9 月 18 日（木）

オンライン会議

議事

１．第 4 評価期間 大学機関別評価結果フォーマッ

トの改定について

２．第 4 評価期間 短期大学機関別評価結果フォー

マットの改定について

３．令和 8 年度大学認証評価 評価校について

４．令和 8 年度大学認証評価の実施に伴う評価

員について

５．令和 8 年度短期大学認証評価 評価校につい

て

６．令和 8 年度短期大学認証評価の実施に伴う

評価員について

７．本協会の自己点検・評価報告書について

８．入会希望大学の承認について

第 67 回　令和 7 年 12 月 12 日（金）

オンライン会議

議事

１．第 4 評価期間 大学・短期大学機関別評価結

果フォーマット（令和 7 年 9 月 18 日理事会決

定）の修正について

２．令和 7 年度短期大学認証評価機関別評価案

の内示について

３．一般財団法人大学・短期大学基準協会会員規

程の一部改正について

　 　

◇評議員会

第 14 回　令和 7 年 6 月 20 日（金）

オンライン会議

議事

１．議長の選出について

２．理事の選任について

３．令和 6 年度事業報告について

４．令和 6 年度決算報告書について

　 　

◇大学認証評価委員会

第 35 回　令和 7 年 5 月 15 日（木）

オンライン会議

議事

１．令和 8 年度大学認証評価実施要領の制定に

ついて

２．令和 8 年度大学認証評価の実施通知につい

て

３．大学認証評価 評価校マニュアルの改定につ

いて

第 36 回　令和 7 年 6 月 19 日（木）

オンライン会議

議事

１．大学認証評価要綱の改定について
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２．令和 8 年度大学認証評価説明会について

３．第 4 評価期間の財的資源の評価の考え方に

ついて

４．（令和 8 年度用）評価校マニュアル（案）

５．令和 6 年度大学認証評価　評価校アンケー

ト結果について

第 37 回　令和 7 年 7 月 17 日（木）

オンライン会議

議事

１．第 4 評価期間（令和 7 年度用）大学認証評

価 関係様式の改定について

２．（令和 8 年度用）評価校マニュアル

第 38 回　令和 7 年 9 月 17 日（水）

オンライン会議

議事

１．第 4 評価期間　機関別評価フォーマットの

改定について

２．令和 8 年度大学認証評価 評価校について

３．令和 8 年度大学認証評価 評価員について

４．令和 8 年度主要会議等日程について

　 　

◇短期大学認証評価委員会

第 185 回　令和 7 年 4 月 17 日（木）

オンライン会議

議事

１．令和 8 年度短期大学認証評価実施要領の制

定について

２．令和 8 年度短期大学認証評価の実施通知に

ついて

３．第 4 評価期間（令和 7 年度用）短期大学認

証評価 関係様式等の改定について

４．短期大学認証評価 評価員マニュアルの改定

について

５．令和 7 年度評価チーム打合せについて

６．令和 7 年度短期大学認証評価委員会分科会

関係日程等について

第 186 回　令和 7 年 5 月 15 日（木）

オンライン会議

議事

１．短期大学認証評価 基準別評価の考え方の改

定について

２．短期大学認証評価 評価校マニュアルの改定

について

３．短期大学認証評価要綱の改定について

第 187 回　令和 7 年 6 月 19 日（木）

オンライン会議

議事

１．令和 8 年度短期大学認証評価 ALO 対象説明

会について

２．短期大学認証評価 評価校マニュアルの改定

について

３．第 4 評価期間の財的資源の評価の考え方に

ついて

４．令和 6 度短期大学認証評価 評価校アンケー

ト結果について

第 188 回　令和 7 年 7 月 17 日（木）

オンライン会議

議事

１．令和 7 年度評価校の教員組織の課題につい

て

２．令和 7 年度評価校の財務に関する課題につ

いて

３．評価校マニュアル（令和 8 年度用）の一部

修正について

第 189 回　令和 7 年 9 月 18 日（月）

オンライン会議

議事

１．令和 8 年度短期大学認証評価 評価校につい

て

２．令和 8 年度短期大学認証評価 評価員につい

て

３．第 4 評価期間 機関別評価フォーマットの改

定について

４．令和 7 年度短期大学認証評価について

５．令和 7 年度短期大学認証評価委員会分科会

について

６．令和 7 年度機関別評価案作成上の課題対応
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メモについて

７．令和 8 年度主要会議等日程について

短期大学認証評価委員会　分科会・意見交換会

令和 7 年 11 月 14 日（金）

オンライン会議

議事

１．チーム責任者と意見交換及び機関別評価原案

作成について

令和 7 年度短期大学認証評価委員会

分科会委員・アドバイザーによる検討会

令和 7 年 11 月 14 日（金）

オンライン会議

議事

１．令和7年度短期大学認証評価委員会分科会（意

見交換会）による検討課題について

第 190 回　短期大学認証評価委員会

令和 7 年 11 月 28 日（金）

オンライン会議

議事

１．分科会委員・アドバイザーによる検討会（11

月 14 日）で提案された検討事項にについて

２．機関別評価原案について

第 191 回　短期大学認証評価委員会

令和 7 年 12 月 8 日（月）

オンライン会議

議事

１．令和 7 年度財的資源に関する記述等につい

て

２．令和 7 年度短期大学認証評価 機関別評価案

について

３．令和 7 年度短期大学認証評価 機関別評価案

の通知（内示）について

４．第 4 評価期間 短期大学評価基準改定に伴う

自己点検・評価の留意点について

　 　

◇短期大学認証評価委員会小委員会

第 188 回　令和 7 年 4 月 17 日（木）

オンライン会議

議事

１．令和 8 年度短期大学認証評価実施要領の制

定について

２．令和 8 年度短期大学認証評価の実施通知に

ついて

３．第 4 評価期間（令和 7 年度用）短期大学認

証評価 関係様式等の改定について

４．短期大学認証評価 評価員マニュアルの改定

について

５．令和 7 年度評価チーム打合せについて

６．令和 7 年度短期大学認証評価委員会分科会

関係日程等について

第 189 回　令和 7 年 5 月 15 日（木）

オンライン会議

議事

１．短期大学認証評価 基準別評価の考え方の改

定について

２．短期大学認証評価 評価校マニュアルの改定

について

３．短期大学認証評価要綱の改定について

第 190 回　令和 7 年 6 月 19 日（木）

オンライン会議

議事

１．令和 8 年度短期大学認証評価 ALO 対象説明

会について

２．短期大学認証評価 評価校マニュアルの改定

について

３．第 4 評価期間の財的資源の評価の考え方に

ついて

４．令和 6 年度短期大学認証評価 評価校アンケー

ト結果について

第 191 回　令和 7 年 7 月 17 日（木）

オンライン会議

議事

１．令和 7 年度評価校の教員組織の課題につい

て

２．令和 7 年度評価校の財務に関する課題につ

いて
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３．評価校マニュアル（令和 8 年度用）の一部

修正について

第 192 回　令和 7 年 9 月 18 日（木）

オンライン会議

議事

１．令和 8 年度短期大学認証評価 評価校につい

て

２．令和 8 年度短期大学認証評価 評価員につい

て

３．第 4 評価期間 機関別評価結果フォーマット

の改定について

４．令和 7 年度短期大学認証評価について

５．令和 7 年度短期大学認証評価委員会分科会

について

６．令和 7 年度機関別評価案作成上の課題対応

メモについて

７．令和 8 年度主要会議等日程について

第 193 回　令和 7 年 12 月 8 日（月）

オンライン会議

議事

１．令和 7 年度　財的資源に関する記述等につ

いて

２．令和 7 年度短期大学認証評価 機関別評価案

について

３．令和 7 年度短期大学認証評価 機関別評価案

の通知（内示）について

４．第 4 評価期間 短期大学評価基準改定に伴う

自己点検・評価の留意点について

　 　

◇短期大学認証評価委員会財務部会

第 1 回　令和 7 年 7 月 16 日（水）

オンライン会議

議事

１．令和 7 年度財的資源の評価について

２．令和 7 年度評価校の財務状況について

３．チーム責任者への連絡文書案について

第2回　令和7年10月8日（水）～10月14日（火）

書面審議

議事

１．分科会への連絡文書について

２．令和 7 年度「財的資源」の財務部会として

の判定について

３．分科会関係資料について

　 　

◇調査研究委員会

第 52 回　令和 7 年 6 月 5 日（木）～ 6 月 11 日（水）

書面審議

議事

１．2025 年度短期大学卒業生調査について

２．2025 年度短期大学生調査（Tandaiseichosa）

について

第 53 回　令和 7 年 9 月 2 日（火）

オンライン会議

議事

１．学習成果の獲得状況の可視化手法等について

【再開の決定】

２．短期大学生調査（Tandaiseichosa）について

３．短期大学卒業生調査について

４．第 54 回調査研究委員会日程について

　 　

◇広報委員会

第 73 回　令和 7 年 4 月 24 日（木）

書面審議

議事

１．令和 7 年度広報委員会開催日程について

２．NEWS LETTER 第 102 号発行について

３．NEWS LETTER 第 103 号編集について

４．協会概要（パンフレット）の改定について

５．協会ウェブサイトの改修等について

第 74 回　令和 7 年 9 月 19 日（金）

書面審議

議事

１．NEWS LETTER 第 103 号発行について

２．NEWS LETTER 第 104 号編集について

３．協会概要（パンフレット）（2025 年 9 月改

定版）について
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ある短期大学が専攻科の募集停止を発表したところ、短期大学

全体を募集停止するような誤った記事が報道されてしまったとい

うことがありました。この記事は A I を利用して作成されたとの

情報がありますが、この情報が正しいとして、記者の確認不足を

A I の責任に転換することは極めて問題です。

最近の A I の進歩は著しく、ある程度条件を入れるとまともな

文章をアウトプットしてくれるようになりました。しかし中身は

インターネット情報の寄せ集めなのでアウトプットされた全てが

必ずしも正しいとは限りません。A I を利用することは良いことだ

と思いますが、A I はまだ完璧な文章をアウトプットできませんの

で、皆様も A I を利用した際には文体だけでなく内容についても

一度確認されることをお勧めします。

ミラノ・コルティナ 2026 冬季オリンピック（第 25 回オリンピッ

ク冬季競技大会）が開幕しました。嬉しいことに日本人選手のメ

ダル獲得のニュースが毎日のように流れています。（執筆時点）

募集停止・廃止など暗いニュースが多い学校業界にも、何か明

るいニュースがあることを願っています。（N・A）

編集後記

編集・発行

一般財団法人大学・短期大学基準協会　広報委員会

〒102－0073　東京都千代田区九段北 4－2－11

　　　　　　　第２星光ビル６階

Tel. 03－3261－3594　　Fax. 03－3261－8954

E-mai l：jimukyoku@jaca.or . jp

URL：https ://www.jaca .or . jp/

４．協会ウェブサイト英語翻訳について

　 　

◇令和 7 年度短期大学認証評価 評価員研修会及び

評価チーム打合せ

令和 7 年 7 月 10 日（木）

オンライン開催

（内容）

１．書面調査・訪問調査等の留意事項について

２．事務的な連絡事項について

３．評価校提出の資料等について

４．評価チーム打合せ

　 　

◇令和 8 年度大学認証評価説明会

令和 7 年 8 月 22 日（金）オンライン開催

（プログラム）

１．大学評価基準及び内部質保証ルーブリック等

について

２．自己点検・評価に当たっての留意点（「三つ

の意見」の事例を中心に）

３．私立学校法改正に伴う自己点検・評価の際の

留意点

４．事務的な留意事項について

５．提出書類、訪問調査等の留意事項について

６．質疑応答

　 　

◇令和 8 年度短期大学認証評価 ALO 対象説明会

令和 7 年 8 月 26 日（火）オンライン開催

（プログラム）

１．短期大学評価基準及び内部質保証ルーブリッ

ク等について

２．自己点検・評価に当たっての留意点（「三つ

の意見」の事例を中心に）

３．私立学校法改正に伴う自己点検・評価の際の

留意点

４．事務的な留意事項について

５．提出書類、訪問調査等の留意事項について

６．質疑応答


